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１ セーフコミュニティ現地審査について 
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（Form A） 
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★栄区セーフコミュニティ現地審査当日スケジュール

６月15日（金） ６月16日（土） ６月17日（日）
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②13:30～15:00
審査員区内視察（公用車での案内）

⑫9:15～11:00
災害安全対策分科会（豊田小学校）

⑨14:00～15:00
交通安全対策分科会

⑧12:45～13:45
児童虐待予防対策分科会

⑪17:30～19:30
SC認証都市交流会

⑬12:45～13:45
高齢者安全対策分科会

⑩15:15～16:15
自殺予防対策分科会

⑭14:00～15:00
防犯対策分科会

⑦10:15～11:15
スポーツ安全対策分科会

⑮15:30～16:30
審査員講評

⑥9:00～10:00
こども安全対策分科会

休 憩

休 憩

休 憩

休 憩

移 動

休憩・審査員ミーティング

休 憩

①13:00～13:30
区長訪問（審査員・JISC）

④15:20～16:20
栄区概要説明

休 憩

⑤16:35～17:35
傷害サーベイランス分科会

③15:00 開会・区長挨拶

移 動

移動及び休憩
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Form A 書類 A 
申請書及び申請書・現地審査チェックリスト 

コラム１ コラム２ 
コミュニティ記載欄 審査員記載欄 
セクション A コミュニティの概要  
A.1 簡潔にコミュニティ及びその歴史的発展について記載すること 
 
 栄区は、横浜市に 18 ある行政区のひとつで、1986 年に隣の戸塚区から分区する形で誕生しました。日本の中ほどに

位置し、東京駅からは鉄道を利用して約 50 分の距離にあります。面積は 18.55 ㎢、人口は約 12 万１千人で、現在も区

の東部に大規模で良好な自然が残る、緑豊かな街です。区の中央をシンボルリバー・いたち川が東西に流れています。 
 1990 年代前半までは平地のほとんどが田畑でしたが、1960～70 年代の大規模な宅地開発により人口が急増し、今日

のような住宅街に変貌しました。 
 また、この地域には約２万年前から人が住んでいた形跡があり、鎌倉時代（12 世紀末から 1333 年までの鎌倉に幕府

が置かれていた時代）には軍事的に重要な役割を果たしていたと推測され、鎌倉道や遺跡が残されています。 
 
（詳細は「補足資料１ 横浜市栄区の概要」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
 

A.2 安全に関する全体的な方策、抱負・目標、コミュニティの取組みについて記載すること 
 
 横浜市には、市政運営の基本指針である「基本構想」（20 年間の長期ビジョン）、４か年の実施計画である「中期４

か年計画」があります。これらに基づき、各区・局・統括本部は年度ごとに「運営方針」を策定しています。 
 
○横浜市中期４か年計画（2014～2017） 
 中期４か年計画の基本政策は、「女性・子ども・若者・シニアの支援」、「市民生活の安心・充実」、「横浜経済の活性

化」、「都市機能・環境の充実」の４つの視点で整理されています。このうち、「市民生活の安心・充実」の視点での代

表的な区役所事業として栄区のセーフコミュニティの取組が盛り込まれている他、その他の視点でも広く安全・安心

に関する施策を進めていく旨が記載されています。 
 
○2017 年度栄区区政運営方針 
 2017 年度の基本目標は、「栄の連携を力に！～感謝・つながり・夢の未来へ～」です。 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
 

01101021
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 目標達成に向けた３つの施策「魅力発信と賑わいのあるまちづくり」「安全・安心なまちづくり」「福祉保健・健康

づくりの推進」で構成されています。 
 セーフコミュニティ活動は、「安全・安心なまちづくり」の施策の中心となっているほか、３つの施策をつなぐ重要

な柱に位置付けられています。 
 
（詳細は「補足資料２ 横浜市の基本構想及び中期４か年計画と栄区区政運営方針」参照） 
A.3 首長（および同等の立場）及び執行委員会はどのようにかかわっているか？だれが、分野横断的なグループをま

とめているか。 
 
 区内の様々な団体の代表者で組織するセーフコミュニティ活動の推進母体「栄区セーフコミュニティ推進協議会」

の会長を栄区長が務め、栄区のセーフコミュニティ活動を管理、推進しています。 

 なお、日本は、政治の仕組みが欧米とは異なるため、執行委員会と同様の組織は設置されていませんが、栄区から

選出された市民の代表である議員がセーフコミュニティの推進を支援しています。 

 また、分野横断的なグループをまとめる存在として、組織を越えた協働についてはセーフコミュニティ推進協議会

が、行政内の協働については総務部区政推進課が調整しています。 

 

（詳細は「補足資料３ セーフコミュニティ推進体制」参照） 

記述は十分か?  
首長は関わっているか？  
□ はい  
□ いいえ  
実行委員会は関わっているか？  
□ はい  
□ いいえ 
 どこが分野横断的なグループをま

とめているか？ 
 

A.4 コミュニティにおけるリスクの概観を示す 
 
 人口動態統計や救急搬送データ、警察統計、区民意識調査などの事故やけがのデータの分析結果や、推進協議会、

傷害サーベイランス分科会における議論を通して、安全・安心について「８つの重点課題」が明らかになりました。 
 
１ こどもの安全 
 ・０～４歳の乳幼児について救急搬送件数が多く、０～14 歳の救急搬送件数のうち 46.1％を占める。 
  【2007～2016 年の０～14 歳の外傷による救急搬送件数 1,557 件のうち 718 件が０～４歳の救急搬送（46.1％）】 
 ・１年間に怖い人と出会った割合は小学生で 30％、中学生で 40％にのぼる。 
  【2011 年傷害サーベイランス分科会によるアンケートで「この１年間に怖い人に会った」と回答した人数 
   小学生…366 人のうち 111 人（30.3％） 中学生…336 人のうち 135 人（40.2％）】 
２ 運動競技時の安全 

リスクの外観は十分に記述されてい

るか？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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 ・運動競技事故による救急搬送件数は、事故種別で最も多い一般負傷・交通事故を除くと第２位となる。 
  【2007～2016 年における一般負傷・交通事故を除く外傷による救急搬送件数 1,570 件のうち 337 件が運動競技事

故（21.5％）】 
３ 交通安全 
 ・交通事故による救急搬送は、外的要因による救急搬送の 26.9％を占める。 
  【2007～2016 年の外的要因による救急搬送人数 13,092 人のうち 3,523 人が交通事故（全体の 26.9％）】 
 ・栄区の交通事故による死傷者数年齢別構成割合を見ると、12 歳以下及び 65 歳以上の死傷者の割合が横浜市全体よ

り高くなっている。 
  【2011～2016 年における交通事故による死傷者数（横浜市）83,791 人のうち 5,660 人が 12 歳以下（6.7％） 
   2011～2016 年における交通事故による死傷者数（栄区）1,889 人のうち 149 人が 12 歳以下（7.9％） 
   2011～2016 年における交通事故による死傷者数（横浜市）83,791 人のうち 10,422 人が 65 歳以上（12.5％） 
   2011～2016 年における交通事故による死傷者数（栄区）1,889 人のうち 289 人が 65 歳以上（15.3％）】 
４ 児童虐待予防 
 ・児童虐待対応件数が増加傾向にある。 
  【2011 年 605 件→2016 年 2,131 件（横浜市・352.2％増加）、2011 年 18 件→2016 年 48 件（栄区・266.7％増加）】 
 ・地域社会での人間関係が希薄化し、子育てを不安に感じる母親が増加している。また、子どもが生まれる前に赤

ちゃんの世話をしたことがない人が約 75％と増加している。 
  【2013 年度横浜市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用ニーズ把握のための調査で「地域社会から見

守られている、支えられていると回答した人数…28,718 人のうち 14,400 人（50.1％） 
   「子育てで不安を感じたり自信が持てなくなることがある」と回答した人数…31,374 人のうち 19,116 人（60.9％） 
   「子どもの世話をした経験がある」と回答した人数…31,374 人のうち 7,863 人（25.1％）】 
５ 高齢者の安全 
 ・高齢者の外的要因による救急搬送人数（人口 10 万人対）は、セーフコミュニティ取組開始当時の 2010 年と 2016

年を比較すると 18.2％増加しており、他の年代と比較しても割合が高い。 
  【2010 年 1,800 人→2016 年 2,128 人（18.2％増加）】 
 ・高齢者の転倒・転落件数が、高齢化率の上昇とともに増加している。 
  【2007 年 305 件→2016 年 527 件（72.8％増加）】 
６ 災害時の安全 
 ・栄区を含む横浜市は、今後 30 年以内の震度６以上の地震発生確率が 81％と、千葉市について全国で２番目に高い。 
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 ・災害時に援護を必要とする災害時要援護者への避難支援の取組に、自治会・町内会の２割は着手できていない。 
  【2017 年度実施アンケートにおいて、避難支援の取組に着手している自治会・町内会の割合は回答数 77 のうち

63（81.8％）】 
７ 自殺予防 
 ・外的要因による死亡原因で最も多いのは自殺である。  
  【2007～2016 年の外的要因による死亡者合計 642 人のうち 233 人が自殺による死亡（全体の 36.3％）】 
 ・年齢層別の外傷による死亡原因を見ると、15 歳から 74 歳までの各年代において自殺が１位となっている。 
８ 防犯 
 ・区民アンケートによると、区内で特に力を入れた方がいい項目として、「防犯対策」が３年連続で最も高い。 
  【2012 年回答数 877 件中 403 件（46.0％）、2013 年回答数 763 件中 358 件（46.9％）、2014 年回答数 744 件中 347

件（46.6％）】 
 ・振り込め詐欺の被害金額、認知件数ともに 2013 年以降急増し、被害金額は高い金額で推移している。神奈川県や

横浜市と比較しても、振り込め詐欺の件数は高い割合で推移している。 
  【2012 年被害金額 1,991 万円（認知件数８件）→2017 年被害金額 18,937 万円（認知件数 55 件）】 
 

（詳細は「補足資料４ 外傷リスクの概要」参照） 
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セクション B コミュニティの構造  
B.1. 人口動態構造について説明する 
 
１ 人口 

  人口は約 12 万１千人で、９年連続で減少しており、2050 年には約９万人まで減少すると見込まれています。 

  出生数は 2016 年に 821 人で、年々減少しています。 

  高齢化率は 29.4％で、全国平均の 27.3％を上回っています（2016 年 10 月１日時点）。郊外部では高齢化率 50％

を超えるエリアも出てきています。不慮の事故による死亡率及び救急搬送を必要とする事故やけがの発生率が高

い高齢者の増加は、事故やけがのリスクを高める要因となります。 

２ 外国人 

  外国人登録者数は約 1,000 人で、国籍の上位は、中国 32.4％、韓国・朝鮮 18.8％となっています（2017 年 12 月

31 日時点）。 

３ 人口動態 

  転入数は減少傾向にあり、転出数はほぼ横ばいになっています。また、昼夜間人口比率は 77.9 で、昼間は人口が

区外に流出しています（2015 年 10 月１日時点）。 

４ 居住期間 

  1960～70 年代に転入した世代が定住しており、移動者の居住期間の割合は、20 年以上が 30.5％と最も高くなって

います（2015 年 10 月１日時点）。 

 

（詳細は「補足資料５ 人口動態構造」参照） 

人口動態構造とリスクについて十分

に記述されているか？ 
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
 

B.2．現在の安全向上・傷害予防（の取り組み）および今後の計画について説明する 
 
 横浜市の市政運営の基本指針「基本構想」（概ね 2005 年～2025 年までの長期ビジョン）では、横浜が目指す都市の

姿として「市民力と創造力により新しい『横浜らしさ』を生み出す都市」を掲げています。そして、目指す都市像を

支える５つの柱のうちの１つが、「いつまでも安心して暮らせる安全安心都市」です。一人ひとりの知恵と行動力を結

集し、セーフティネットの行き届いた社会の仕組みをつくりあげていくことは、2022 年まで継続して目指していく横

浜市の都市としての姿です。 
横浜市の基本構想に基づき作成された「中期４か年計画」の中では、基本政策の中で「安心して暮らせるまち」を

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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目指すことを明文化しており、中期４か年計画に則って毎年作成される「栄区区政運営方針」には、「安全・安心なま

ちづくり」の要素が盛り込まれます。栄区では、「安全・安心なまちづくり」を目指し、セーフコミュニティの取組を

中心に、区民や地域、行政等関係者の連携・協働を行っていきます。また、セーフコミュニティの取組を進める中で

は、８つの重点課題（こどもの安全、運動競技中のけが予防、交通事故の防止、子育て支援と児童虐待の防止、高齢

者の安全、災害への備え、自殺予防、防犯）を設定し、現在の取組（現況）と短期・中期・長期目標を定めています。

取組ごとに目標に対する達成状況について評価し、次年度の取組に反映させることで、今後の発展的な取組へとつな

げています。 
B.3 コミュニティの地方政治家による継続的な傷害予防への支援について記載する。また、プログラムのどのような部

分がより大きな単位の地方政治によって担当・支援されているか 
 
 栄区から選出された市会議員が、セーフコミュニティ推進協議会の参与として、セーフコミュニティの活動に対す

る助言を行っています。また、それ以外にも、市会議員が出席する会議において、定期的にセーフコミュニティ活動

の進捗状況の報告を行い、助言を受けています。 

 さらに、警察、消防の代表者がセーフコミュニティ推進協議会、テーマ別分科会、傷害サーベイランス分科会にそ

れぞれ委員として携わっています。 

 加えて、栄区内に事務所を持つ国や県、横浜市の行政機関（労働基準監督署、警察学校、県治水事務所、税務署な

ど）の長による定例会があり、継続的に安全・安心に関する情報交換を行うとともに、データの提供や広報など、セ

ーフコミュニティ活動への支援を受けています。 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

B.4 すでに策定された安全向上・傷害予防の取組を推進するための方策（戦略）について説明する 
 
栄区では毎年、横浜市の「基本構想」及びその実施計画である「中期４か年計画」に基づいた「栄区区政運営方針」

を策定しています。その中で、安全・安心なまちづくりを進めるための具体的かつ重要な施策として、セーフコミュ

ニティ活動を推進させることが明記されています。 

 また、栄区では従来から、高い加入率（82.7％、2017 年４月１日時点）を誇る自治会・町内会を中心に、福祉、防

災、交通安全など様々な取組が活発に行われてきました。一方、区役所は保健所、福祉事務所、公園・道路・河川の

整備・管理権限を持ち、消防署長が区役所兼務になっているなど、安全・安心に関する業務を総合的に行える体制に

なっています。 

 栄区における地域住民の組織力と行政の体制、それらを継続・発展させる行政計画とともに、セーフコミュニティ

の仕組みを定着させることにより、地域コミュニティの課題を解決し、安全・安心のまちづくりをさらに進めていき

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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ます。 

 

（詳細は「補足資料２ 横浜市の基本構想及び中期４か年計画と栄区区政運営方針」参照） 

B.5 だれ（どこ）が安全向上・傷害予防プログラムの責任者か、そして地域の政治及び行政組織においてどこに位置し

ているか。 
 

責任者：栄区長 小山内 いづ美 

位置づけ：栄区の首長（行政のリーダー）であり、分野横断的組織である「栄区セーフコミュニティ推進協議会」

の会長 

 ※栄区は横浜市を構成する 18 の行政区の一つで、議会はなく、区長は市職員の中から横浜市長が任命します。 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

B.6 安全向上・傷害予防プログラムをリードしているユニット（部署等）はどこか 
 
 栄区役所 総務部 区政推進課 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 

B.7 セーフコミュニティは、継続的なプログラムかプロジェクトか？ 
 

 栄区のセーフコミュニティ活動は、横浜市の市政運営の基本指針「基本構想」（概ね 2005 年～2025 年までの長期ビ

ジョン）とも関連が深く、４か年の実施計画である「中期４か年計画」の中にも、市民生活の安心・充実という視点

から見た代表的な区役所事業として位置付けられています。さらに、それらを基に栄区で毎年作成される「栄区区政

運営方針」とも連動した継続的なプログラムです。栄区役所が事務的な機能を担い、地域住民、警察署、消防署、関

係機関と連携して取組を進めています。 
また、セーフコミュニティの取組を進める中では、重点課題を設定し、現在の取組（現況）と短期・中期・長期目

標を定めています。取組ごとに目標に対する達成状況について評価し、次年度の取組に反映させることで、今後の発

展的・継続的な取組へとつなげています。 

 2013 年の認証、2018 年の再認証を経て、今後も５年毎の再認証を取得することで、セーフコミュニティ活動を長期

的に推進していきます。 

 

（詳細は「補足資料２ 横浜市の基本構想及び中期４か年計画と栄区区政運営方針」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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B.8 全コミュニティをカバーしている地方政治家によって具体的な目標は設定されているか？それは、何か？ 
 
 栄区の区政運営方針において、栄区全域をカバーした目標が設定されています。 
○栄区区政運営方針で設定している目標 
 「栄の連携を力に！～感謝・つながり・夢の未来へ～」を基本目標として、目標達成に向けた３つの施策「魅力発

信と賑わいのあるまちづくり」「安全・安心なまちづくり」「福祉保健・健康づくりの推進」を掲げています。 
 セーフコミュニティ活動は、「安全・安心なまちづくり」の施策の中心となっているほか、３つの施策をつなぐ重要

な柱に位置付けられています。 
 
（詳細は「補足資料２ 横浜市の基本構想及び中期４か年計画と栄区区政運営方針」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

B.9 その目標を導入したのはだれか？ 
 
 栄区長 小山内 いづ美 
 横浜市会議員 大桑 正貴 
 横浜市会議員 輿石 且子 
 横浜市会議員 石渡 由紀夫 
 神奈川県議会議員 楠 梨恵子 
 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か：  

B.10 どのようにその SC 目標は評価され、だれにその結果が報告されるか？ 
 
 栄区では、安全・安心対策全般について、統計データ等を分析し、テーマごとの短期・中期・長期目標を設定して

います。短期・中期目標については、各テーマの分科会で自己評価を行い、長期目標については、傷害サーベイラン

ス分科会が分析・評価を行い、セーフコミュニティ推進協議会に報告しています。またその結果を、ホームページな

どで区民に公表しています。 

 なお、分析・評価にあたっては、セーフコミュニティ支援センター（日本セーフコミュニティ推進機構）の指導・

助言を受けています。 

 

（詳細は「補足資料６ プログラムを評価する仕組み及び外傷の頻度や原因などを記録するプログラム」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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B11. 安全向上のために経済的な動機は活用されているか？使われている場合は、どのように？ 
 
１ セーフコミュニティ導入時 
  栄区では、少子高齢化の進展により高齢化率が年々増加し、それに伴い、救急搬送をはじめとする高齢者の外傷

も年々増加しています。そのため、将来的な医療費や介護費用、介護保険料の増加を抑制するために、セーフコミ

ュニティを導入しました。 
２ 安全向上プログラム実施時 
  安全向上のために実施するプログラムの中には、横浜市や栄区が経費の一部を負担し、取組の効果を高めている

プログラムがあります。 
  例１：スクールゾーン対策 

各小学校で学校や PTA、警察署などによるスクールゾーン対策協議会を開催し、登下校時の見守りや交通

安全指導、危険箇所の点検及び道路改修等について協議を行っています。登下校時の見守り・交通安全指

導は保護者や地域ボランティアが、危険箇所の点検は学校や PTA、警察署が実施し、スクールゾーン対策

協議会と警察署、土木事務所、区役所で協議をした上で、道路管理者である栄土木事務所が道路改修等を、

交通管理者である栄警察署が交通施設改修等を実施する仕組みです。 
  例２：災害時要援護者支援の拡充に向けた補助 

災害発生時に要援護者を支援するための訓練を行う自治会・町内会に対して、経費の一部を補助し、災害

時に備える仕組みです。 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

B12.安全向上のための地域レベルでの規制（ルール）はあるか？ある場合は説明を。 
 

 栄区は横浜市を構成する 18 の行政区の一つであるため、独自の条例等を定めることが困難です。しかし、栄区を含

む横浜市では、次のような安全向上のための様々な規則・基準等を制定しています。 

１ 教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン 

２ 学校事故対応に関する指針 

３ 学校の危機管理マニュアル～子どもを犯罪から守るために～ 

４ 運動活動時等における安全の手引き（小・中・高編） 

５ 横浜市スポーツ推進計画 

６ 横浜市子ども子育て支援制度 

７ 横浜市子供を虐待から守る条例 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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８ 横浜市防災計画 
９ 横浜市震災対策条例 
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セクション C 【指標１】  
1.1 安全向上・傷害予防プログラムの管理・調整・企画を担う分野横断的なグループについて述べよ。 
 
 栄区におけるセーフコミュニティ活動を横断的に行うため、次のとおり推進体制を作っています。 

１ 栄区セーフコミュニティ推進協議会 

  目的：セーフコミュニティの取組を総合的に推進 

  構成：区長、連合町内会長、警察署長、消防署長、関係団体の長、分科会座長 計 27 名 

２ 分科会 

  目的：８つのテーマごとの取組の検討・実施・評価 

  構成：テーマに関連する団体の代表 

３ 傷害サーベイランス分科会 

  目的：データ分析、モニタリング、各取組の評価 

  構成：学識経験者、警察署担当者、消防署担当者、横浜市関係部署の代表 

４ セーフコミュニティ推進会議 

  目的：区役所内の連絡調整・情報共有 

  構成：区役所の課長級以上の全職員 

 

（詳細は「補足資料３ セーフコミュニティ推進体制」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

1.2 当該地域の政府および保健分野はどのように安全向上・傷害予防において協働しているか述べよ。 
 
 栄区セーフコミュニティ推進協議会の事務局については栄区総務部区政推進課が、各テーマ別分科会の事務局につ

いては、区役所内の関係課がそれぞれ担当しています。 
 また、区役所に属する福祉保健センター（保健所、福祉事務所の機能を統合したもの）が、こども安全対策分科会、

児童虐待予防対策分科会、高齢者安全対策分科会、自殺予防対策分科会の事務局を担っているほか、医師会や救急指

定病院のメンバー、保健活動推進員会のメンバー等がセーフコミュニティ推進協議会や分科会の委員として参画して

います。 

 

（詳細は「補足資料３ セーフコミュニティ推進体制」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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1.3 赤十字、退職者組織、スポーツ組織、保護者学校組織などの NGO が安全向上・傷害予防に関わっているか 
 
 栄区セーフコミュニティ推進協議会や分科会には、自治会や医師会、社会福祉協議会、シニアクラブ連合会、体育

協会、スポーツ推進委員連絡協議会、ＰＴＡ連絡協議会、子ども会連絡協議会、交通安全協会、防犯協会等、地域の

様々な団体の代表が委員として参画しています。 

 

（詳細は「補足資料３ セーフコミュニティ推進体制」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

1.4 一般市民にハイリスクの環境や状況について知らせる仕組みがあるか？ 
 
 ハイリスクな環境及び状況については、安全・安心に関わる団体、行政、分科会など様々な組織や団体が、様々な

媒体を活用し周知を図っています。 
 また、同時に、より多くの区民のセーフコミュニティ活動への参画を促すため、次のような各種セーフコミュニテ

ィ周知活動も併せて展開しています。 
１ 研修会・講座等の開催 
  セーフコミュニティ及び安全・安心に関する研修会・講座等で、栄区が設定しているハイリスクグループや実施

している取組などについて周知しています。 
２ 広報紙・タウン誌への掲載 
  毎月発行の全戸配布される広報紙で、区内におけるリスクについて知らせるとともに、取組について周知してい

ます。また、毎週発行の地域情報が掲載されるタウン誌で、時期を捉えて周知を図っています。 
３ パンフレットの配布 
  セーフコミュニティの取組をまとめたパンフレットや、各取組の周知を図るためのパンフレットに、栄区が設定

しているハイリスクグループや実施している取組を掲載しています。 
４ ケーブルテレビでの情報提供 
  横浜市南部で放送しているケーブルテレビで、区内におけるリスクや実施している取組について、時期を捉えて

周知を図っています。 
５ 各種イベントでの啓発 
  区内最大のイベントである栄区民まつりでブースを出店し、区内におけるリスクや実施している取組について周

知しています。また、図書館や地区センター等でパネル展を行い、取組内容について掲載を行っています。 
６ ホームページによる周知 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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  １～５の情報を栄区のホームページに掲載し、広く周知を図っています。 
７ 区内施設との連携 
  各種広報物、啓発物の配架等による周知に加え、各施設が主体的に独自の研修企画を実施する等、区民により身

近な施設での周知を行っています。 
1.5 どのように取組(work)が持続可能な方法で組織化(体系化)されているかを述べよ 
 
 次の１～３の組織を設置・運営し、それらの組織が役割に応じて相互に結びつくことにより、取組が機能的かつ持

続的に推進されています。また、１～３の組織については、事務局を区役所に置き、会議の開催や経費を負担するこ

とで、取組の持続性を担保しています。 
 ４については、取組について外部から指導や助言、評価及びチェックを行う機関です。 
 
１ 栄区セーフコミュニティ推進協議会 
 ・セーフコミュニティ活動を推進するための推進母体 
 ・25 団体、27 人で構成 
  （区内の住民組織 12 団体、医療機関１団体、行政機関３団体、分科会９団体） 
２ テーマ別分科会 
 ・区域の重点課題（A.4 のとおり）に対応して設置。活動の検討・実施・評価を実施。 
３ 傷害サーベイランス分科会 
 ・サーベイランスの仕組みづくりや栄区における課題の抽出、活動への評価や助言等を実施 
４ 日本セーフコミュニティ推進機構による定期的な支援の実施 
  栄区のセーフコミュニティの取組に対する指導や助言、評価等をセーフコミュニティ支援センターである日本セ

ーフコミュニティ推進機構が実施 
 
（詳細は「補足資料３ セーフコミュニティ推進体制」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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セクション D 【指標２】  
2.1 下記の領域における安全向上・傷害予防に関する継続的な取り組みについて記載すること。また、特定の NGO は

じめ各分野がどのようにかかわっているかを述べよ。 
1.交通安全      2.家庭の安全および余暇時間の安全 3.子どもの安全    4.高齢者の安全 
5.労働安全      6.暴力予防            7.自殺予防      8.防災および災害対策 
9.公共（場）の安全 10.病院の安全           11.スポーツの安全   12.水の安全 
13.学校の安全（セーフスクール） 
これらのうち、コミュニティではなく、他の組織や機関によって担われているものはあるか？それについて、コミュ

ニティはどのようにかかわっているか？ 
 
 栄区では、従来から様々な安全対策を推進しています。 
 中でも、行政は大きな役割を担っており、従来から多くの部分をカバーしています。また、地域レベルでも様々な

活動が展開されてきました。セーフコミュニティを導入することで、立場が異なる組織や団体が分野を越えて協働に

よる取組を推進しています。 
 栄区においては、前述の１～13 で示されている安全向上対策や外傷予防のプログラムを実施しています。 
 

領域 
子ども（No.3） 

（０～14 歳） 

青年 

（15～24 歳） 

成人 

（25～64 歳） 

高齢者（No.4） 

（65 歳以上） 

不慮の要因 

家 庭  （No.2） 27 ６ ８ 18 

学 校  （No.5、13） 10 ３ ５ ５ 

職場・労働（No.5、9） ３ 13 15 15 

余 暇  （No.2、9、11、12） ７ ６ ５ ６ 

交 通  （No.1、9） ９ ５ ７ ７ 

意図的要因 
暴力・犯罪（No.6） 20 ９ ９ 10 

自 殺  （No.7） ４ ８ ９ ８ 

その他 災 害  （No.8） ６ ８ 14 14 

※No.10 病院の安全については、国が示す安全基準に基づき各病院が実施しています。 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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（詳細は「補足資料７ 安全・安心に関わる取組」参照） 

2.2 両性、全年齢層、全環境・状況に関する取り組みを記載すること。「転倒予防」などすべての取組について記載し、 

どのようにその取り組みが行われているかを述べよ 
 
 栄区では、ほぼ全ての性別、年齢、環境をカバーする取組を行っています。取組は、行政が単独で行っているもの、

行政と地域コミュニティが協働で行っているもの、地域コミュニティが単独で行っているものなどさまざまな形で実

施されています。 

 （例）領域：家庭 対象：子ども 

    ①養育者への啓発 

    【対象者】乳幼児、乳幼児の保護者 

    【実施関係者】こども安全対策分科会委員、区役所等 

    【目 的】乳幼児の外傷予防 

    【内 容】保育施設、子育てサロン・ひろば、こんにちは赤ちゃん訪問等での事故予防クリアファイルやリ

ーフレット配布、地域育児教室（赤ちゃん会）での保健師によるワンポイントアドバイスの実施、

乳幼児健診での事故予防チェックリスト配布等を行っています。 

    ②危険予知トレーニング 

    【対象者】小学生の児童 

    【実施関係者】こども安全対策分科会委員、子ども会、放課後施設のスタッフ等 

    【目 的】子どもたち自身が危険に対する意識を持ち、日頃から身の周りの危険に気づいて防げるようにな

る 

   【内 容】子どもたちがイラスト等を見て、そこに潜む危険を予想し話し合うことで、日頃から危険に対す

る意識を持ち、身の周りの危険に気づいて防げるようになることを目指しています。 

 

（詳細は「補足資料７ 安全・安心に関わる取組」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か：  
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セクション E 【指標３】  
3.1 全てのハイリスクにあるグループを把握し、安全を向上するためにどのような対策を講じたのかを述べよ。ハイ

リスクにあるグループとは、下記のようなグループがよく挙げられる。 
1.先住民           
2.低所得層 
3.コミュニティ（職場を含む）における少数（マイノリティ）集団 
4.犯罪被害や自傷を含む意図的要因による外傷のリスクにある人 
5.虐待をうける女性・男性・子ども 
6.精神的疾患、発達障害および他の障害を有する人 
7.安全でないスポーツ、余暇活動に参加している人 
8.ホームレス 
9.自然災害において外傷のハイリスクにある人 
10.特定の道路や交差点、水害被害想定地などハイリスクの環境の近くで生活したり働いたりしている人 
11.宗教、民族および性的なし好等によりハイリスクにある人 
 
 栄区では、次のグループをハイリスクにある者として捉え、対策を講じています。 

１ 救急搬送件数が多い０～４歳までの乳幼児 

(1) 養育者への啓発 

【実施者関係者】こども安全対策分科会委員、区役所等 

２ 全年代における運動競技実施者 

(1) けが予防講習会の開催 

【実施者関係者】スポーツ安全対策分科会委員、区役所等 

(2) ウオーキングの推進 ※運動不足によるけがを予防するための取組 

【実施者関係者】スポーツ安全対策分科会委員、区役所、横浜市等 

(3) さかえっ子体操 ※セーフコミュニティ認証を機に作成した、けが予防とセーフコミュニティ PR のための体操 

【実施者関係者】スポーツ安全対策分科会委員、区役所、小学校等 

(4) 各種スポーツイベント ※運動不足によるけがを予防するための取組 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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【実施者関係者】スポーツ安全対策分科会委員、区役所等 

３ 交通事故による死傷者が多い 15 歳以下の若年層 

(1) 自転車ヘルメット着用啓発 

【実施者関係者】交通安全対策分科会委員、区内自転車販売店、区役所等 

(2) スクールゾーン対策 ※登下校時の見守り・交通安全指導や道路の危険箇所点検、道路改修等を実施する取組 

【実施者関係者】交通安全対策分科会委員、地域ボランティア、児童・生徒保護者、学校、警察署、区役所等 

(3) はまっ子交通あんぜん教室 ※小学校で安全な歩き方や自転車の乗り方など交通ルールを教える教室 

【実施者関係者】交通安全対策分科会委員、学校、警察署、区役所等 

４ 児童虐待の被虐待者となりえる乳幼児・児童 

(1) さかえっ子の笑顔ひろげ隊 ※児童虐待防止の啓発や見守りの啓発、相談先の周知等を実施する取組 

【実施者関係者】児童虐待予防対策分科会委員、主任児童委員会、地域子育て拠点、区役所等 

(2) 栄区虐待防止連絡会 ※地域で見守り・子育て支援などに連携して取り組むための連絡会 

【実施者関係者】児童虐待予防対策分科会委員、児童相談所、警察、医療機関、地域の役員、区役所等 

(3) こんにちは赤ちゃん訪問 ※産後１か月から全数の母子を訪問し、子育て情報の提供や母子の見守りを行う取組 

【実施者関係者】児童虐待予防対策分科会委員、主任児童委員等 

(4) 専門家による早期対応 

【実施者関係者】児童虐待予防対策分科会委員、区役所等 

(5) 地域子育て支援拠点による地域での子育て講座 

【実施者関係者】児童虐待予防対策分科会委員、地域子育て支援拠点等 

(6) 乳児揺さぶられ症候群予防の講座 

【実施者関係者】区役所等 

５ 救急搬送件数が多い 65 歳以上の高齢者 

(1) 転倒予防の取組、住環境改善の普及 

【実施者関係者】高齢者安全対策分科会委員、地域の役員、区役所等 

(2) ヒートショック対策の普及 ※寒い脱衣場から熱いお湯に浸かり、血圧が急激に変化することによる事故の対策 

【実施者関係者】高齢者安全対策分科会委員、民生委員児童委員、保健活動推進員、シニアクラブ、区役所等 

(3) 地域の住民による見守り活動 

【実施者関係者】高齢者安全対策分科会委員、民生委員、地域住民等 

６ 全年代における災害時要援護者 
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(1) 災害時要援護者支援の取組拡大 ※災害時の要介護高齢者や障害者、乳幼児、妊産婦等のハイリスク者支援 

【実施者関係者】災害安全対策分科会委員、地域防災拠点運営委員、自治会・町内会、区役所等 

７ 自殺未遂者や自殺に傾く方 

(1) メンタルヘルス支援ネットワーク会議※ネットワーク形成、チームアプローチの向上 

【実施者関係者】障害福祉施設職員、介護支援者、医療関係者、不動産、区役所等 

(2) メンタルヘルス従事者専門研修※関係機関職員のスキルアップ 

【実施者関係者】障害福祉施設職員、医療関係者、区役所等 

(3) 自殺未遂者支援対策※支援検討部会の開催、自殺未遂者向けリーフレット、携帯カードの作成および配布 

【実施者関係者】自殺予防対策分科会委員、障害福祉施設職員、こころの健康相談センター等 

８ 振り込め詐欺の被害者となりえる高齢者 

(1) 振り込め詐欺の被害者層への啓発実施 ※直接顔を合わせることなく金銭をだまし取る詐欺への対策 

【実施者関係者】防犯対策分科会委員、自治会・町内会、地域ケアプラザ、区役所等 

 

（詳細は「補足資料８ ハイリスクグループ」参照） 

3.2 ハイリスク環境の事例を挙げよ 
 
1.どのようにハイリスク環境を設定しているか述べよ 
2.優先的集団や環境について述べよ 
3.それらに対し、コミュニティでは特定のプログラムがあるか 
4.取組のタイムテーブルについて述べよ 
5.それらのグループは、それらの活動の予防的側面にかかわっているか 
 
１ 栄区における 2016 年の外傷による救急搬送件数のうち、65 歳以上の高齢者が 1,378 件中 764 件と 55.4％を占めて

います。さらに、高齢者の救急搬送件数の内訳を見ると、住宅内での転倒・転落が 289 件と 37.8％を占めている

ことから、高齢者の住宅内での転倒・転落をハイリスク環境として設定しています。 
２ 65 歳以上の高齢者、住宅内での転倒・転落 
３ 元気づくりステーションの普及、転倒予防体操の開発・普及、住環境の整備・改善の意識啓発 
４ 65 歳以上の高齢者の転倒・転落については、体力・筋力の低下や段差の多い日本の住宅環境が原因となっている

ことが多いことから、現在は元気づくりステーションの普及や転倒予防体操の開発・普及による転倒しづらい身

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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体づくりや、住環境の改善による外的要因からの転倒予防の啓発を進めています。今後は、より自主的に地域が

取組を継続していくため、それぞれの地域で転倒しづらい身体づくりのための指導者やリーダーとなる存在の養

成を行っていくとともに、住宅内だけでなく、町や公共施設の改善整備など、地域全体での対策も検討していき

ます。また、併せて参加者の身体状況や健康感なども確認することで、参加の意欲向上や地域への拡大なども目

指します。 
５ 栄区の高齢者は、自ら情報を収集することにより転倒・転落の予防に努めているほか、高齢者安全対策分科会の

委員やシニアクラブ、民生委員児童委員協議会、区役所等からも積極的に情報提供を行い、高齢者の転倒・転落

予防に活用できる情報が入手しやすいよう、対策の企画・実践・評価を行っています。 
 
（詳細は「補足資料８ ハイリスクグループ」参照） 
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セクション F【指標４】  
4.1 それぞれの年齢層、環境に対して行われた根拠に基づいた方策（戦略）/プログラムについて述べよ 
 

 栄区では、次のように根拠に基づいて予防対象や目的を明確にし、それぞれの年齢層、環境に対してプログラムを実

施しています。 

 

年齢層、環境 目的 プログラム 

こどもの安全 

・０～４歳児の救急搬送件数の減少 養育者への啓発 

・小学校内で起きる事故のうち、「休憩時間」に発生する事故

の割合の減少 

・放課後を過ごす施設で発生する事故件数の減少 

子どもへの注意喚起 

（危険予知トレーニングの実

施） 

・「安全安心な地域である」と感じている子どもの割合の増加 地域の住民による見守り 

運動競技時の安全 

・運動競技事故による救急搬送件数の減少 予防講習会の開催 

・運動競技事故による救急搬送件数の減少 

・「ウオーキングをすることで健康になった」と答えた人の割

合の増加 

ウオーキングの推進 

交通安全 

・自転車事故による子どもの死傷者数の減少 

・自転車事故による子どもの救急搬送のうち、頭部損傷の割

合の減少 

・子どもの交通事故件数の減少 

自転車ヘルメット着用啓発 

・交通事故による子どもの死傷者数の減少 

・子どもの交通事故件数の減少 

スクールゾーン対策 

・交通事故による高齢者の死者数の減少 

・高齢者の交通事故件数の減少 

高齢者向け交通安全教室 

児童虐待予防 

・児童虐待対応件数の減少 

・要保護児童数の減少 

さかえっ子の笑顔ひろげ隊 

・地域関係者が参加した個別ケース検討会議数の増加 

・個別ケース検討会議開催数の増加 

栄区虐待防止連絡会 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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・児童虐待対応件数の減少 

・要保護児童数の減少 

こんにちは赤ちゃん訪問 

・児童虐待対応件数の減少 

・要保護児童数の減少 

専門家による早期対応 

高齢者の安全 
・高齢者の転倒・転落件数、割合の減少 転倒予防に資する取組 

・高齢者の不慮の溺死及び溺水による死者数の抑制 ヒートショック対策 

災害時の安全 

・炊き出し訓練、学校と連携した訓練、区割り訓練の実施拠

点の増加 

・地震災害による死傷者数の抑止 

実践的な防災拠点訓練への参加 

・地震災害による死傷者数の抑止 災害時要援護者支援の取組拡大 

・地震災害による死傷者数の抑止 栄区独自の「地域避難所」設置

及び訓練実施 

自殺予防 

・自殺者数、自殺死亡率の抑制 

・自殺に対する区民の理解度の向上 

啓発活動の展開 

・自殺者数、自殺死亡率の抑制 

・自殺予防の担い手（ゲートキーパー）の育成 

ハートフルサポーター 

・自殺者数、自殺死亡率の抑制 

・関係機関職員のネットワーク形成、相談機能強化 

リスク者支援強化 

防犯 ・振り込め詐欺の認知件数の減少 

・振り込め詐欺の被害金額の減少 

振り込め詐欺の被害者層への啓

発実施 

 

（詳細は「補足資料９ 分科会が実施するプログラム」参照） 
4.2 根拠に基づいた方策（戦略）を企画・実践するにあたって支援センター、認証センター及び他の学術的あるいは知

識を有する組織との連絡体制を持っているか。それはどの組織か？どのような範囲においてか？注）当フォームの最後

に根拠に基づいた介入に関する WHO のリンクを掲載している。 
 
 栄区では、根拠に基づいた方策（戦略）を企画・実践するにあたって、以下の団体と連携しています。 
 
１ 日本セーフコミュニティ推進機構 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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  栄区は日本セーフコミュニティ推進機構と連携・協力しながら、セーフコミュニティ活動を推進しています。情報

提供やアドバイス、また、庁内での講習会や分科会の運営アドバイザー等、栄区のセーフコミュニティ活動全般につ

いて、支援していただいています。 
２ 横浜市立大学 
  横浜市立大学は、横浜市によって設立された公立大学法人です。開放的で国際性、進取性に富む学風と実践的な教

育により、貿易・金融・サービス・官公庁をはじめとする各界の第一線で活躍する人材を多数輩出しています。また、

横浜市立大学の医学部は県内唯一の国公立大学の医学部として医師を養成するとともに、４年制の看護学科を設立し、

市内県内医療に寄与しています。 
  栄区は、傷害サーベイランス分科会の座長・委員の他、区民の事故・けが等に関する実態調査の実施や、各取組の

評価方法の相談等を横浜市立大学に依頼し、根拠に基づく方策の実践に向けた専門的なアドバイスを受けています。 
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セクション G 【指標５】  
5.1 傷害予防の方策を決定するにあたって用いるデータは何か?例えば、外傷記録は病院、保健センター、歯科医院、 

学校、高齢者介護組織、そして警察等で記録されている。家庭調査も外傷やリスクのある環境・状況のデータ収集に 

活用できる。どのような方法が用いられているか？ 
 
 傷害予防の方策を決定するにあたっては、人口動態統計、救急搬送記録、区民意識調査・区民アンケート・セーフ

コミュニティアンケート、学校アンケート、警察統計、小中災害共済給付データ、その他の各種データを収集・分析

しています。 
 これらのデータの分析及び専門的視点からのアドバイスについて、主に傷害サーベイランス分科会が行っています。 
 
（詳細は「補足資料６ プログラムを評価する仕組み及び外傷の頻度や原因などを記録するプログラム」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

5.2 安全向上・傷害予防を推進するため、どのようにデータが提示されているか述べよ 
 
 各種データは、所管する機関・団体が収集・集計し、区政推進課を経由し傷害サーベイランス分科会及び各テーマ

別分科会に提供されます。 
（例） 
１ 人口動態統計 横浜市の情報を基に厚生労働省が集計し、毎年提供されます。 
２ 救急搬送記録 横浜市消防局が収集・集計し、毎年提供されます。 
３ 区民意識調査・区民アンケート・セーフコミュニティアンケート 栄区区政推進課が収集・集計しています。 
 
（詳細は「補足資料６ プログラムを評価する仕組み及び外傷の頻度や原因などを記録するプログラム」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

5.3 どのように傷害の原因、リスク、ハイリスクの環境に関して記録し、その知識を活用するかを述べよ。どのように

継時的な進捗を記録するか？ 
 
 栄区における外傷データは、人口動態統計、救急搬送記録、区民意識調査・区民アンケート・セーフコミュニティ

アンケート、学校アンケート、警察統計、小中災害共済給付データ、その他の各種データを継続的に収集しています。 
 各種団体から提供されたデータは、傷害サーベイランス分科会が分析・課題抽出を行い、各分科会に提供します。 
 各分科会では、提供されたデータ等を課題の設定や効果測定に活用します。取組の結果、事故やけがのデータに与

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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えた影響や効果を各分科会で自己評価しています。 
 また、傷害サーベイランス分科会で分析・検証した結果については、セーフコミュニティ推進協議会において報告

され、評価等を行い、分科会の活動に反映しています。 
 なお、データの分析や評価に当たっては、セーフコミュニティ支援センター（日本セーフコミュニティ推進機構）

の指導や助言を得ています。 
 
（詳細は「補足資料６ プログラムを評価する仕組み及び外傷の頻度や原因などを記録するプログラム」参照） 
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セクション H【指標６】  

6.1 プログラムからの傾向や結果を追跡するため、どのように傷害データを分析するか。何がうまく機能していて、よ

い結果をもたらしているか？何を継続しようと計画しているか？何を変更しなくてはならないか？ 
 
 傷害サーベイランス分科会は、各分科会が課題の抽出や活動の成果の測定ができるように、データの分析を行い、

提供しています。 
 また、傷害サーベイランス分科会は、外傷に関わる有識者及び行政関係者で組織していることから、それぞれの知

識・経験を活かし、収集可能なデータや活用可能なデータを随時検討しています。2016 年には、新たに外傷に特化し

た定性データを収集するため、セーフコミュニティアンケートを新規実施するなど、活動を活発化しています。 
 また、分科会では、傷害サーベイランス分科会から提供された分析結果等に基づき、予防策を検討、実施していま

す。 

用いられた方法は十分か？ 
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
 

6.2 プログラム評価の結果はどのように活用されているか述べよ 
 
 栄区では、重点課題に基づく各分科会の活動において、それぞれ短期的・中期的・長期的な指標を定めています。 
 短期的・中期的な評価については、各分科会が自己評価を行い、取組の改善につなげています。また、その評価結

果や長期的な指標の成果については、傷害サーベイランス分科会が検証を行い、セーフコミュニティ推進協議会がそ

の結果を評価し全体的な方向性を確認しています。 
 なお、評価・検証にあたっては、セーフコミュニティ支援センター（日本セーフコミュニティ推進機構）の指導・

助言を得ています。 

 

（詳細は「補足資料６ プログラムを評価する仕組み及び外傷の頻度や原因などを記録するプログラム」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
  

6.3 プログラムの結果による傷害パターン、傷害リスクに対する姿勢・行動・知識における変化を述べよ 
 

 栄区では、各分科会のプログラムについて、短期的（認識や知識の変化）、中期的（態度や行動の変化）、長期的（状

態や状況の変化）な指標を定め、それぞれ効果を測定しています。 

 なお、各指標の効果は、栄区が認証を取得した 2013 年から現在までの数値を記録するとともに、この結果を踏まえ、

プログラムの修正などを行っています。 

（例）自転車ヘルメット着用啓発 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か： 
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 ①事業内容 

  子どもの交通事故の約４割を占める自転車乗車時の事故のうち、37％が頭部損傷となっているため、ヘルメッ

トの着用啓発で自転車乗車時の事故による重大なけがを防ぐ。 

 ②指標及びプログラムの効果 
指標 指標内容（測定方法） 単位 2013 2014 2015 2016 2017 

認識・知識 
自転車ヘルメット着用
啓発チラシ配布数（実
数・累計） 

部 7,300 8,000 8,500 9,000 9,000 

態度・行動 
自転車を運転する際に
ヘルメットを着用する
子どもの割合 

％ 未測定 

中学生 
１％ 
小学生 
12.5％ 

未就学児 
37.5％ 

中学生 
未測定 
小学生 
未測定 

未就学児 
60.3％ 

中学生 
1.3％ 
小学生 
10.9％ 

未就学児 
53.3％ 

中学生 
小学生 
2018 年 
３月末集

計 
未就学児 
75.0％ 

状態・状況 

自転車事故による子ど
もの死傷者数 

人 33 33 18 16 27 

自転車事故による子ど
もの救急搬送のうち、
頭部損傷の割合 

％ 29 34 19 37 
2018 年 
３月末集

計 

子どもの交通事故件数 件 30 26 18 16 24 

 

 また、各プログラムの実施による成果以外にも、これまで個々に活動していた団体が、セーフコミュニティ活動を

きっかけに、分科会として研修会を実施するなど、横の連携が進んでいます。さらに、セーフコミュニティの推進を

理由に、区民や行政職員が今まで以上に熱心に安全・安心に関する活動に取り組む姿勢が見られるようになっていま

す。 

 

（詳細は「補足資料９ 分科会が実施するプログラム」参照） 
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セクション I【指標７】  
7.1 どのように国内・国外の SC ネットワークに参加し、連携しているかを述べよ 
 
 栄区は、国内・国外のセーフコミュニティネットワークへ、区長をはじめとして積極的かつ継続的に参加してきま

した。 
 2010 年から現在まで、海外のネットワークへ５回、国内のネットワークへ 34 回参加しています。 
 （国内のネットワークは、セーフコミュニティ認証式典、日本セーフコミュニティ推進機構が主催する会議、セー

フコミュニティ推進自治体で実施する事前指導・現地審査の視察等への参加） 
 また、セーフコミュニティネットワークへの参加により得た情報などを効果的に取り入れることで、一層のセーフ

コミュニティ活動の推進につなげています。 
 さらに、認証自治体の責務として、他の自治体等の行政視察の受け入れ等も行っています。 
 

（詳細は「補足資料 10 国内外のセーフコミュニティネットワークへの参加状況」参照） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か：  
 

7.2 認証式典は、何等かの国際会議、その他国際的なセミナーやフォーラム、国内の交流と併せて行う予定か 
 
 国内セーフコミュニティ認証自治体及び認証を目指している自治体、セーフコミュニティに関心のある自治体等の

交流の機会として、再認証式典と併せて祝賀会を開催する予定です。 

 

7.3 どの認証コミュニティを招待する予定か 
 
国内セーフコミュニティ認証自治体（15 自治体）及び認証を目指している自治体（１自治体）を招待する予定です。

（16 自治体の招待を予定） 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か：  

7.4 どの海外・国内の会議に参加してきたか 
 
 栄区では、認証前後を問わず、国内・国外のセーフコミュニティネットワークへ積極的かつ継続的に参加してきま

した。 
１ 国内のネットワークへの参加 
  （認証式典、会議、研修会、各自治体で実施する事前指導・現地審査の視察 34 回） 
  2010 厚木市現地審査 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か：  
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  2011 厚木市認証式典 
  2012 豊島区現地審査 
  2014 日本セーフコミュニティ推進機構研修会、さかえセーフコミュニティフォーラム講演依頼（松原市）、 

鹿児島市事前指導、厚木市再認証事前指導 
  2015 北本市認証式典・全国セーフコミュニティ推進自治体ネットワーク会議、 

日本セーフコミュニティ推進機構定例会、十和田市再認証式典、日本セーフコミュニティ推進機構研修会、 
秩父市現地審査、厚木市再認証現地審査、厚木市再認証式典・ 
全国セーフコミュニティ推進自治体ネットワーク会議、 
さかえセーフコミュニティフォーラム講演依頼（箕輪町）、秩父市認証式典 

  2016 甲賀市認証式典・全国セーフコミュニティ推進自治体ネットワーク会議、秩父市合同対策委員会、 
箕輪町再認証事前指導、泉大津市現地審査・日本セーフコミュニティ推進機構研修会、泉大津市認証式典・ 
全国セーフコミュニティ推進自治体ネットワーク会議、郡山市事前指導、豊島区再認証事前指導 

  2017 箕輪町再認証現地審査・日本セーフコミュニティ推進機構定例会、箕輪町再認証式典、 
日本セーフコミュニティ推進機構研修会・全国セーフコミュニティ推進自治体ネットワーク会議、 
松原市再認証事前指導、久留米市再認証事前指導、豊島区再認証現地審査、郡山市現地審査、 
亀岡市再再認証事前指導、さいたま市事前指導、豊島区再認証式典、郡山市認証式典・ 
日本セーフコミュニティ推進機構定例会 

２ 国外のネットワークへの参加 
  （セーフコミュニティ国際会議、アジア地域セーフコミュニティ会議等 ５回） 
  2010 国際セーフコミュニティ学会、台北国際シンポジウム 
  2011 台北トラベリングセミナー、セーフコミュニティ国際会議 
  2014 アジア地域セーフコミュニティ会議 
 
（詳細は「補足資料 10 国内外のセーフコミュニティネットワークへの参加状況」参照） 
7.5 どの地域の SC ネットワークに加わる予定か（加わりたいか）？（アジア、ヨーロッパ、環太平洋、アフリカ、ラ

テンアメリカの地域ネットワークがある） 
 
アジア地域 SC ネットワークに加盟しています。 

記述は十分か？  
□ はい 
□ いいえ  
「いいえ」の場合、不十分な点は何か：  
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